
マーシャル平和新聞 核と平和マーシャル諸島の歴史に学ぶ
2024/03/01

Vol.1

まだまだ寒い⽇の続く中、皆様いかがお過ごしでしょうか？
マーシャル平和新聞では⽇野市より平和活動推進補助⾦の交付を受けて、明星⼤学⽵峰ゼミ
の学⽣が、マーシャル諸島の歴史や⽂化を、そして“核と平和”についてグローバルな視点か
ら、実際にマーシャル諸島へ渡った体験をもとにお届けします。第⼀回は基礎的な内容を中
⼼にご紹介致します。

◆いざ、マーシャル諸島へ ◆マーシャル諸島概要 ◆“家族”
◆ローカルフードレポート ◆編集後記
◆マーシャル諸島新聞vol.2予告
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核問題は⽇本だけ？核問題と気候変動は全く
別物？そんな疑問が私達を世界に導きまし
た。

いざ、マーシャル諸島へ
中学校社会科の教科書には被爆について⽇本が
「唯⼀の被爆国」と⾔葉が記されています。これ
に限らず、テレビやインターネットなどの媒体に
おいてもこのように表現されることがあります。
そして周りからそのように教えられて知った⼈も
多く居ます。突然ですが、⾃動⾞を作ったとき、
作成したものをそのまま販売するでしょうか。そ
れはありえません。試験を⾏い、安全性や機能を
調べると思います。アメリカの核実験の地として
選ばれたマーシャル諸島は数多くの島⺠が被爆の
被害に追われました。そして、1954年3⽉1⽇、
マーシャル諸島ビキニ環礁で⾏われた⽔爆実験は
爆⼼地から160km離れた⽇本のマグロ遠洋漁業船
第五福⻯丸にも被害が出ました。今でも後遺症に
悩まされる⼈々や移住を余儀なくされた⼈々が
戦っています。核の問題は⽇本だけではないのだ

⬇東京書籍 中学校社会科公⺠ 教科
書

マーシャル諸島概要 ⽇本との時差は＋三時間、⾸都マジュ
ロは太平洋に浮かぶ真珠の⾸飾り。

【マーシャル諸島共和国】
⾯積：180km² ⼈⼝：42,050⼈ (2021年)
⾸都：マジュロ   ⾔語：マーシャル語/英語

⽇本からおよそ、4,646Km。⾶⾏機にして約14時間という
太平洋の島国。⽇本から直⾏の便は無く、途中ミクロネシ
アの島々を経由する。左の写真は⾸都マジュロである。マ
ジュロを中⼼に⼩さな島々が点在している。マジュロは⼀
本の道路で⾏き来することができ、タクシー等⾞を使った
移動が主流であるが⼀⽇あればマジュロは⼀周することが
できる。⾔語はマーシャル語の他に英語が使われている。
⽇本統治化にあった時代もあることから⽇本語由来のマー
シャル語も存在する。例として伝統⼯芸品全般を指す「あ
アミモノ（編み物）」⾼いところを表す「⼆カイ（⼆
階）」などがある。気温は平均して30度前後で、突然⾬が
降ることもあり湿気も多いが⽇本の夏よりは⽐較的過ごし
やすい。

と気付かされました。そして、⽇本ではしばしば別
物として扱われますがマーシャルの⼈々は核と環境
問題は⼤きく関わっていると⾔います。
私達は今回、歴史や⽂化、今を⽣きる島の⼈々と触
れ合い”平和“について考えたい、また皆さんに考え
てもらいたいと思い⽇野市より援助していただき
マーシャル諸島に⾏くことを決めました。
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“家族”

ローカルフードレポート

パンの⽊
ブレッドフルーツと呼ばれ島⺠
から愛されている。⼿のひら以
上の⼤きさがあり、これは焼い
たもので味としては栗を焼いた
ものに近い。チップスなどに加
⼯したものもある。

ジュクジュクバナナ
バナナでできたものでおにぎ
り的なもの。バナナの⽢味で
どちらかというとスイーツの
ようにも感じられる。⼀個で
お腹にたまるので軽⾷に最適。

ココナッツジュース
ココナッツが〇〇販売されてお
り、店員に頼めばその場で飲め
るようにココナッツを開けても
らえる。とても飲みやすく、ま
た実の⼤きさに⽐べて容量はと
ても多い。

家族とはどこからどこまでを指すのか、我々⽇本⼈に
とって家族とは直系の⾎の繋がりで考えるものである。
しかし、マーシャルでは⾎の繋がりが離れた者同⼠や⾎
がつながっていない者同⼠であっても家族と呼んだりす
る。左下写真の⼆⼈は⾃分たちのことを“姉妹”であると
⾔う。しかし⼆⼈は想像される、同じ親から⽣まれた⼦
供ということではない。⼆⼈の⺟は違うが、祖⺟は同じ
だから姉妹。他にも、しばらく家でお世話になった⼈を
⽗や⺟と呼ぶこともある。だからこそ、島の⼈々同⼠は
とても仲が良い。仲が良い、ということに関連してマー
シャルには“分かち合い”の⽂化がある。これは⽇本の“思
いやり”の⽂化とはまた違い、⾷べ物や⽣活⽤品などをお
互いにシェアして助け合う⽂化のことである。姉妹の
写っている写真の家は、実は本⼈たちのものではない。
持っているものはみな少なくても、互いに協⼒し合って
⽣活するのだという。⼤量⽣産⼤量消費の世の中で考え
させられる⾔葉である。そして、マーシャルはふるさと
を⾮常に⼤切に考えている。核被害で島の移住を余儀な
くされて本来の島で育っていなくても出⾝を⾔うときは
かつての島の名前を出す。⼟地というのは体の⼀部だと
考えたり、アイデンティティとして捉えたりなど⼟地に
対して誇りを持っている。だからこそ、核被害による島
の移住は⾟い決断であり、今もなお安⼼安全が保証され
ていない状況に不信感を抱いている。

⾎の繋がりを求めないマーシャルでの家族、そして分かち合い⽂化とふるさと
への考え⽅を紹介

島の⼈に愛される南国特有の⾷べ物たちとの初対
⾯。



ギャラリー

次回予告
マーシャル諸島にて現地
の中学⽣や⼤学⽣たちと
交流を⾏ってきました。
若い世代への歴史の継承
は⽇本でも課題になって
います。マーシャルでは
それがどのように⾏われ
ているのか⾒学させてい
ただき、実際に参加もし
ました。その様⼦や彼ら
が3.1に向けてどのよう
なことを⾏っていたかを
ご紹介致します。

◆中学⽣特別授業 ◆⼤学⽣交流会 ◆Nuclear club アート展⽰
◆3.1Exhibition ◆編集後記 ◆マーシャル諸島新聞vol.3予告

左上：空港
左下：海図
中央：国会議事堂
中央下：路店の様⼦
右：マジュロをつなぐ橋と海


